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近
世
仏
教
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
本
末
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
形
式
化
し
、
師
祖
の
精
神
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
（１）
い
う
、
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
』
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
堕
落
聿
諏
が
、
近
世
仏
教
史
の
研
究
に
お
い
て
、
長
い
間
影
響
力
を
も
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
辻
史
学
が
幕
府
と
教
団
中
枢
か
ら
説
を
立
て
た
の
に
対
し
、
民
族
学
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、
地
域
民
衆
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
の
生
き
た
信
仰
形
態
を
浮
び
あ
が
ら
せ
、
近
世
民
衆
の
生
き
る
糧
と
し
て
の
信
仰
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
方
法
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
七
○
年
代
後
半
大
桑
斉
氏
が
「
民
衆
の
生
き
た
信
仰
を
基
盤
に
し
た
近
世
仏
教
が
、
そ
の
頂
点
部
分
に
お
い
て
は
、
辻
博
士
の
い
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
六
号
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
紀
州
藩
・
薬
王
院
・
足
袋
屋
清
八
Ｉ
う
よ
う
な
堕
落
形
態
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
矛
盾
に
お
ち
い
る
こ
と
（２）
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
》
ｂ
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ト
ー
タ
ル
に
近
世
仏
教
を
め
ぐ
る
位
置
づ
け
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
八
○
年
代
の
有
力
な
近
世
社
会
編
成
論
理
で
あ
っ
た
役
論
に
お
い
て
、
寺
院
は
豊
臣
政
権
で
確
立
し
た
公
儀
の
国
土
領
有
と
平
和
令
を
前
提
に
、
国
土
安
穏
を
祈
る
役
割
を
強
制
さ
れ
、
公
儀
が
本
質
的
に
保
証
し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
を
、
社
会
集
団
を
通
じ
て
、
民
衆
に
も
（３）
たらすパイプの一つとして位置づけられている。だか三ｂパ
イ
プ
か
ら
外
れ
た
宗
教
者
は
、
異
端
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
旨
は
、
公
儀
と
民
衆
と
の
全
体
的
関
係
を
提
示
し
、
｜
応
は
教
団
中
枢
と
民
衆
の
信
仰
と
の
ず
れ
に
つ
い
て
統
一
的
な
説
明
を
与
え
た
。
如
何
に
生
き
た
信
仰
が
見
出
さ
れ
よ
う
と
役
論
の
範
囲
内
で
吉
岡
孝 ○
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あ
れ
ば
、
下
か
ら
の
補
強
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
だ
。
し
か
し
こ
の
関
係
は
近
世
を
通
じ
て
変
化
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
近
年
は
朝
幕
関
係
史
の
研
究
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
高
埜
利
彦
氏
は
幕
府
の
朝
廷
支
配
が
変
容
し
て
い
く
二
つ
の
時
期
を
措
定している。一つは貞享から元禄期、幕府がそれ以前の武
断
的
な
対
応
を
や
め
、
徳
川
の
「
平
和
」
に
適
応
さ
せ
る
べ
く
、
朝
廷
権
威
を
将
軍
・
幕
府
権
威
に
協
調
す
べ
く
改
変
す
る
時
代
。
二
つ
目
は
朝
廷
権
威
が
幕
府
と
の
協
調
を
越
え
て
一
人
歩
き
す
る
時
代
で
あ
る
。
後
者
は
天
明
期
に
は
兆
候
が
み
ら
れ
、
国
家
的
危
機
が
意
識
（４）
さ
れ
だ
し
た
化
政
期
に
は
顕
著
に
な
る
。
藤
田
覚
氏
も
一
見
政
期
に
お
（５）
け
る
朝
廷
権
威
の
浮
上
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
朝
延
権
威
の
浮
上
は
、
朝
廷
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
寺
院
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
院
権
威
も
朝
廷
権
威
と
と
も
に
浮
上
し
て
く
る
と
す
れ
ば
、
公
儀
ｌ
寺
院
ｌ
民
衆
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
、
新
た
な
関
係
が
形
成
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
こ
の
点
を
鑑
み
、
民
衆
と
は
一
層
緊
密
に
な
り
な
が
ら
も
、
幕
藩
体
制
か
ら
乖
離
し
て
ゆ
く
寺
院
の
姿
を
、
武
蔵
国
多
摩
郡
上
椚
田
村
（
東
京
都
八
王
子
市
）
に
あ
る
新
義
真
言
宗
の
高
尾
山
薬
王
院
（
朱
印
高
七
五
石
）
を
事
例
と
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
薬
王
院
は
田
舎
本
寺
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
教
団
の
中
枢
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
多
数
の
末
寺
を
抱
え
て
お
り
、
村
の
一
寺
院
と
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
紀
州
藩
と
薬
王
院
と
の
関
係
は
、
確
認
さ
れ
る
限
り
享
保
期
か
ら
始
ま
る
。
紀
州
藩
主
六
代
宗
直
・
七
代
宗
将
は
薬
王
院
に
不
動
明
王
（６）
画
像
掛
軸
な
ど
を
寄
進
し
て
い
る
。
し
か
し
密
接
な
関
係
を
も
ち
だ
す
の
は
八
代
重
倫
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
重倫は延享一一一年（’七四九）二月一一十八日、宗将を父と
し
て
江
戸
上
屋
敷
で
生
ま
れ
、
明
和
二
年
二
七
六
五
）
紀
州
藩
を
（７）
相
続
し
た
。
し
か
し
同
九
年
「
御
癩
気
」
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
な
重
病
だ
っ
た
ら
し
く
、
薬
王
院
に
出
し
た
資
料
を
み
る
と
死
を
も
（８）
覚
悟
し
た
毫
わ
し
い
。
幸
い
病
状
が
回
復
し
た
の
で
、
重
倫
の
薬
王
院
へ
の
傾
斜
は
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
以
後
天
明
六
年
（
’
七
八
六
）
ま
で
は
薬
王
院
と
紀
州
藩
の
関
係
は
非
常
に
親
密
で
あ
っ
た
。
現
在
薬
王
院
に
残
さ
れ
て
い
る
紀
州
藩
関
係
史
料
は
、
年
代
不
詳
な
も
の
が
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
重
倫
関
係
の
も
の
と
推
定
さ
も
い
え
な
い
。
両
者
の
い
わ
ば
中
間
で
あ
る
。
寺
院
統
制
と
民
衆
信
仰
と
の
関
係
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
し
な
お
す
に
は
格
好
の
存
在
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
に
薬
王
院
と
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
紀
州
藩
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
、
近
世
後
期
を
迎
え
、
新
た
な
展
開
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
寺
院
の
様
子
を
積
極
的
な
民
衆
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
か
ら
め
て
論
じ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
薬
王
院
と
紀
州
藩
と
の
関
係
○
＝
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（９）
れる。彼自身のこ－とのみならす、彼の子供である鋒姫・雅
之
助
・
方
姫
・
備
姫
の
生
誕
や
死
去
に
対
し
て
様
々
な
祈
祷
を
薬
王
院に申し付けている。
薬
王
院
と
紀
州
藩
が
関
係
を
深
め
た
最
大
の
要
因
は
、
重
倫
の
健
康
と
性
格
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
明
和
九
年
の
重
病
は
な
ん
と
か
乗
切
っ
た
も
の
の
、
重
倫
の
病
気
は
完
全
に
平
癒
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
安
永
四
年
（
’
七
七
五
）
二
月
と
う
と
う
隠
居
し
て
し
ま
っ
た
。
「
三
日
紀
伊
中
納
言
重
倫
卿
身
の
い
た
は
り
年
を
へ
て
（Ⅲ）
平癒せられざれは」１とあるので、健康上の理由であったこ
とがわかる。
ち
な
み
に
、
重
倫
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
、
八
十
四
歳
で
死
亡
す
る
。
大
変
な
長
寿
で
あ
る
。
彼
の
病
は
「
御
癩
気
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
精
神
的
な
も
の
が
強
か
っ
た
よ
う
だ
。
『
南
紀
徳
川
史
』
の
「
重
倫
公
付
録
」
に
よ
れ
ば
、
重
倫
の
行
動
は
奇
矯
に
満
ち
て
い
る
。
な
か
に
は
歴
史
的
事
実
と
は
思
え
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
財
政
担
当
の
藩
役
人
を
成
敗
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
成
敗
さ
れ
た
の
は
「
御
勝
手
筋
御
用
頭
取
御
用
役
勤
」
の
筑
紫
久
右
衛
門
と
「
御
用
役
申
談
勤
」
松
本
甚
五
左
衛
門
の
二
人
で
、
『
南
紀
徳
川
史
』
の
編
者
堀
内
信
は
、
明
和
六
年
二
月一一十六日のこととしている。原因は、先代宗将の妻子に
拘
わ
る
莫
大
な
出
費
な
ど
に
よ
り
、
藩
財
政
が
悪
化
し
、
借
金
を
し
法
政
史
学
第
四
十
六
号
た
が
、
そ
の
返
済
の
見
込
み
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
時
期
の
累
積
赤
字
は
一
七
万
両
余
で
あ
っ
た
。
「
御
手
ヲ
下
サ
レ
血
之
垂
し
候
御
刀
ヲ
携
へ
御
背
高
ク
御
念
怒
ノ
御
顔
色
」
と
あ
る
の
で
、
重
倫
自
ら
手
を
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
件
は
紀
州
藩
の
財
政
事
情
の
悪
化
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
重
倫
が
薬
王
院
に
信
仰
の
上
で
著
し
い
傾
斜
を
示
す
の
は
、
享
保
以
来
の
薬
王
院
と
紀
州
藩
の
関
係
や
紀
州
が
真
言
宗
と
関
係
深
い
場
所
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
に
し
ろ
、
彼
の
精
神
的
安
定
を
大
き
く
欠
い
た
性
格
が
一
番
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
不
安
定
な
性
格
か
ら
安
定
を
信
仰
に
求
め
た
わ
け
で
あ
る
。
別
な
表
現
を
使
え
ば
、
藩
の
公
的
方
針
と
い
う
よ
り
、
重
倫
の
個
人
的
性
格
が
つ
よ
い
と
い
っ
て
い
い
。
む
し
ろ
藩
と
し
て
は
、
財
政
事
情
が
悪
化
し
て
い
る
の
で
、
な
る
だ
け
出
費
を
控
え
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
藩
主
の
代
に
な
る
と
顕
在
化
す
る
。
安
永
四
年
重
倫
は
隠
居
し
、
彼
に
と
っ
て
は
叔
父
に
当
る
支
藩
西
条
藩
主
が
紀
州
藩
を
相
続
し
た
。
九
代
藩
主
治
貞
で
あ
る
。
時
に
四
十八歳。治貞は一一月三日に藩を相続したが、同月一一十八日
早
く
も
勘
定
奉
行
服
部
八
郎
右
衛
門
に
「
御
勝
手
御
取
締
」
に
つ
き
所
存
が
あ
る
な
ら
、
書
付
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
紀
州
藩
の
財
政
事
情
は
、
既
に
元
禄
に
は
陰
り
を
み
せ
て
い
る
が
、
治
貞
の
時
期
に
は
か
な
り
深
刻
で
、
再
建
策
を
次
々
と
打
ち
出
す
が
、
な
一○四
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か
な
か
好
転
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
天
明
の
飢
饅
で
あ
る
。
天
明
五
年
の
紀
州
藩
領
の
被
害
は
一
七
万
四
千
石
余
と
あ
る
。
幕
府
か
ら
五
万
両
も
拝
借
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
更
に
天
明
七
年
紀
州
藩
は
家
臣
に
対
し
て
六
年
間
の
半
知
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
天
明
の
飢
饅
に
よ
り
藩
財
政
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
薬
王
院
に
与
え
た
影
響
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
を
みてみよう。（ｕ）
〈史料一〉
御
報
相
達
候
、
然
者
従
太
真
殿
女
中
取
扱
一
市
、
宝
蔵
院
取
次
を
以
正
・
五
・
九
月
金
弍
百
疋
シ
、
被
相
備
候
得
共
、
右
者
来
未
年
占
年
々
被
遺
候
儀
者
相
止
、
此
節
為
祠
堂
金
白
銀
五
拾
枚
寄
附
被
致
候
処
相
達
候
由
、
夫
二
付
猶
御
祈
祷
御
執
行
、
正
。
五
・
九
月
御
札
守
差
越
可
被
成
旨
、
委
細
御
紙
面
之
趣
致
承
知
候
、
御
祈
祷
之
儀
者
御
勝
手
次
第
之
儀
二
候
へ
共
、
右
正
・五・九月御札守御差越一署及不申候、依之如此御座
候
、
恐
憧
謹
言
鈴
木
惣
次
郎
十
一
月
廿
八
日
栄住（花押）
（四名略）
浅
井
庄
左
衛
門
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
昌免（花押）
こ
の
〈
史
料
一
〉
の
「
追
啓
」
に
は
、
「
前
中
納
言
殿
此
度
剃
髪
被
致
、
太
真
殿
与
名
相
改
候
」
と
あ
る
。
「
前
中
納
言
」
は
重
倫
を
指
し
、
彼
が
剃
髪
し
太
真
と
名
乗
っ
た
の
は
天
明
六
年
十
一
月
七
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
〈
史
料
一
〉
も
そ
の
年
の
も
の
と
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
〈
史
料
一
〉
に
よ
れ
ば
、
紀
州
藩
は
薬
王
院
に
対
し
て
、
年
三
回
金
二
百
疋
ず
つ
寄
附
し
て
い
た
が
、
来
年
か
ら
は
止
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
か
、
祠
堂
金
と
し
て
「
白
銀
五
拾
枚
」
を
薬
王
院
に
寄
附
す
る
。
薬
王
院
は
祈
祷
の
執
行
と
札
守
の
提
出
を
申
し
出
た
が
、
祈
祷
は
勝
手
次
第
、
札
守
は
差
し
出
す
に
及
ば
ず
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
天
明
の
飢
饅
に
よ
り
疲
弊
し
た
藩
財
政
の
有
様
が
み
て
と
れ
る
。
一
時
的
に
「
白
銀
五
拾
枚
」
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
定
期
的
な
出
費
を
抑
え
た
方
が
、
長
い
目
で
み
れ
ば
、
健
全
な
財
政
感
覚
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
札
守
の
差
し
出
し
は
中
断
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
薬
王
院
に
と
っ
て
も
一
種
の
危
機
と
い
え
た
。
そ
れ
は
祈
祷
料
が
定
期
的
に
入
っ
て
来
な
く
な
る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
紀
州
藩
と
い
う
権
威
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
具
体
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
で
み
て
い
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
近
世
寺
院
の
秩
序
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
来
体
制
と
い
わ
れ
る
も
の
で
し
っ
か
り
一○五
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と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
秩
序
の
な
か
で
、
寺
院
の
格
を
あ
げ
て
ゆ
く
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。
例
を
挙
げ
よ
う
。
〈
史
料
二
〉
は
薬
王
院
に
存
在
す
る
伺
書
の
一
部
で
あ
る
。
（皿）
〈史料二〉
｜
、
正
・
五
・
九
月
公
儀
江
御
札
献
上
之
事
御
朱
印
頂
戴
罷
在
候
冥
加
を
奉
存
、
相
願
候
者
御
免
戊
可
有
御
座
候
哉
奉
伺
候
但
、
右
御
許
容
二
付
、
御
下
行
物
拝
領
之
筋
一
而
者
無
御
座
候
、
尤
遠
路
大
切
之
献
上
物
持
参
之
儀
御
座
候
得
者
、
道
中
人
馬
被
下
置
候
者
有
難
奉
存
候
、
是
以
御
願
上
候
存
寄
一署無御座候
（下札）
「
御
札
献
上
之
儀
者
其
趣
意
重
キ
事
二
候
ヘ
ハ
、
決
而
不
相
成
事
と
も
難
極
候
、
一
通
り
之
趣
意
に
て
ハ
相
成
問
敷
事
一
一
候
、
尤
御
伝
馬
之
義
ハ
甚
重
キ
事
故
、
新
規
一
署
不
相
成
旨
一一御座候」
こ
の
〈
史
料
二
〉
は
年
次
不
詳
で
あ
る
が
、
差
し
出
し
に
「
大
覚
寺
御
門
跡
院
方
広
院
永
兼
帯
武
州
高
尾
山
薬
王
院
権
僧
上
」
と
あ
る
。
薬
王
院
が
方
広
院
を
兼
帯
し
た
の
は
、
明
和
五
年
六
月
二
十
七
日
で
、
薬
王
院
の
住
職
の
な
か
で
唯
一
権
僧
上
に
あ
っ
た
秀
興
が
没
（田）
し
た
の
は
天
明
一
元
年
六
月
十
七
日
で
あ
る
。
〈
史
料
２
〉
は
こ
の
間
に
作
成
さ
せ
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
紀
州
藩
と
同
じ
正
法
政
史
学
第
四
十
六
号
・
五
・
九
月
の
札
の
献
上
と
そ
の
際
に
道
中
人
馬
を
使
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
伺
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
下
札
に
そ
の
回
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
御
朱
印
頂
戴
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
幕
府
寺
社
奉
行
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
御
札
献
上
の
事
は
絶
対
に
駄
目
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
難
し
い
。
伝
馬
の
方
は
駄
目
で
あ
る
。
寺
院
に
と
っ
て
は
御
札
の
献
上
は
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
格
の
よ
っ
て
献
上
す
る
も
の
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
新
た
に
献
上
を
行
な
う
こ
と
は
、
事
実
上
の
寺
格
の
上
昇
を
意
味
す
る
の
だ
。
寺
院
秩
序
の
安
定
を
考
え
れ
ば
、
「
重
キ
事
」
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
伝
馬
に
つ
い
て
も
同
じ
事
。
こ
の
〈
史
料
二
〉
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
幕
府
に
対
し
て
上
昇
運
動
を
し
て
も
効
果
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
論
他
の
事
例
な
ら
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
甚
重
キ
事
」
で
は
無
理
だ
っ
た
の
で
あ
る。近
世
後
期
の
関
東
で
は
、
商
品
経
済
の
発
展
な
ど
に
よ
り
、
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
遊
民
が
発
生
し
、
都
市
へ
流
入
す
る
な
ど
の
人
口
流
動
化
の
動
き
が
あ
り
、
寺
院
も
そ
の
い
わ
ば
都
市
化
現
象
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
た
に
民
衆
の
中
に
し
っ
か
り
二
薬
王
院
信
仰
の
都
市
民
衆
へ
の
進
展
一
○
六
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と
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
以
前
に
も
薬
王
院
は
民
間
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た
が
、
寛
政
期
に
は
そ
の
動
向
が
一
層
顕
著
に
な
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
宝
筐
印
塔
の
建
設
（Ｍ）
に
つ
い
て
み
て
み
よ
》
っ
。
依
拠
し
た
史
料
に
は
宝
筐
印
塔
と
で
て
く
る
の
で
、
こ
の
言
葉
を
用
い
る
が
、
実
際
は
五
重
塔
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
「
唐
銅
五
重
塔
」
と
記
さ
れ
た
史料もある。
こ
の
塔
は
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
北
条
氏
康
が
薬
王
院
に
寄
付
し
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
享
保
二
年
（
’
七
一
七
）
正
月
二
十
一
日
に
大
風
に
よ
り
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
ま
ま
長
い
間
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
赤
坂
裏
伝
馬
町
二
丁
目
長
三
郎
店
の
足
袋
屋
清
八
が
志
願
し
、
再
建
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
願
主
は
清
八
で
世
話
人
は
九
人
で
あ
る
が
、
長
三
郎
以
外
は
み
な
店
借
で
あ
る
。
し
か
し
幕
府
は
寛
政
十
一
年
七
月
「
唐
銅
之
仏
像
井
打
（旧）
籠
等
之
儀
」
に
つ
き
法
令
を
発
し
た
。
こ
れ
は
仏
像
な
ど
を
町
中
等
で
勧
化
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
あ
わ
せ
て
大
造
り
に
作
る
こ
と
も
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
薬
王
院
の
宝
筐
印
塔
も
、
高
さ
（
金
尺
一
丈
二
尺
）
が
こ
の
法
令
に
低
触
し
て
し
ま
っ
た
。
薬
王
院
で
は
方
道
と
い
う
僧
侶
を
寺
社
奉
行
松
平
周
防
守
の
も
と
に
使
わ
し
、
交
渉
の
結
果
よ
う
や
く
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
清
八
ら
が
町
の
な
か
を
宝
筐
印
塔
を
廻
ら
し
て
勧
化
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。
こ
の
事
は
事
実
で
あ
っ
た
。
清
八
他
三
名
は
、
鋳
物
師
の
家
か
ら
麹
町
の
世
話
人
の
家
ま
で
塔
を
運
ぶ
途
中
少
額
な
が
ら
勧
化
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
八
達
は
「
急
度
御叱」や、過料銭三貫文を申し渡された。史料にはまった
く
偶
然
勧
化
に
紛
ら
わ
し
い
行
動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
と
清
八
側
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
実
は
足
袋
屋
清
八
は
当
時
著
名
な
民
間
宗
教
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
『
享
和雑記』四八「足袋屋清八か事」に詳しい。
（旧）
〈史料一二〉
｜
、
赤
坂
裏
伝
馬
町
に
足
袋
屋
清
八
と
云
者
あ
り
、
足
袋
屋
と
い
へ
ど
足
袋
を
商
ふ
者
に
は
あ
ら
ず
、
足
袋
を
指
て
世
を
渡
る
者
に
て
町
屋
の
裏
店
を
借
て
幽
な
る
暮
し
也
、
此
者
武
州
高
尾
ま
じ
な
い
山
を
信
仰
す
る
事
年
あ
り
、
呪
を
す
る
に
諸
願
悉
く
成
就
し
諸
病
治
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
と
て
、
日
々
ま
じ
な
い
を
頼
来
る
者
数
十
人
也
、
人
は
多
し
家
は
狭
し
、
常
に
居
余
り
て
表
に
才
て侍届る事也、その呪といふは清八小刀の先にて文字
の
如
き
者
を
書
の
み
、
経
文
杯
調
す
る
に
も
あ
ら
ず
、
謝
礼
と
て
は
一
銭
も
と
る
事
な
し
、
若
高
尾
山
の
洗
米
を
望
む
人
あ
れ
ば
分
遣
す
ゆ
へ
、
初
穂
十
二
銅
を
上
れ
ば
是
は
請
取
置
の
み
也
、
高
貴
の
方
へ
も
招
れ
て
日
々
い
と
ま
な
け
れ
ば
今
は
四
シ
時
迄
在
宿
し
て
呪
を
致
し
、
夫
よ
り
は
所
々
を
廻
り
て
細
工
す
一○七
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べ
き
際
も
無
し
、
財
は
不
思
議
に
集
り
て
高
尾
山
の
宝
塔
を
は
八
百
金
余
り
も
掛
て
再
建
せ
り
、
尤
も
至
て
質
素
に
て
住
居
の
体
、
衣
服
迄
も
裏
店
住
居
相
応
の
様
子
也
、
叶
ひ
難
き
願
ひ
本
復
な
し
難
き
病
人
杯
あ
り
て
呼
に
遺
時
は
年
頃
の
懇
意
に
て
も
即
参
る
べ
き
と
申
な
が
ら
延
引
し
て
そ
の
呪
を
請
が
た
し
、
清
八
来
て
呪
を
す
る
程
な
ら
ば
其
願
成
就
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
と
人
々
申
伝
る
事
也
、
清
八
常
に
云
、
先
祖
の
祭
り
怠
あ
る
人
と
密
夫
な
し
た
る
者
と
は
呪
し
て
も
其
験
し
あ
ら
ず
、
尤
慎
守
べ
き
事
也
と
い
ま
し
む
る
と
ぞ
、
護
摩
を
焚
た
き
と
願
者
あ
れ
ば
、
そ
の
夜
の
内
に
高
尾
山
へ
行
帰
す
る
事
毎
度
也
、
富
士
山
へ
行
も
僅
の
日
数
に
て
参
詣
す
る
故
、
至
て
安
し
と
ぞ
（
後
略）
省
略
し
た
部
分
で
は
清
八
が
素
速
く
富
士
参
詣
で
き
る
秘
訣
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
最
後
に
「
富
士
も
う
て
さ
し
渡
し
て
は
い
と
近
し
日
も
へ
ず
帰
る
た
び
や
清
八
」
の
狂
歌
で
締
め
ら
れ
て
い
る
。
清
八
は
富
士
信
仰
者
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。
薬
王
院
の
奥
の
院
に
は
北
条
氏
康
勧
進
と
伝
え
ら
れ
る
浅
間
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
も
と
（Ⅳ）
も
と
薬
王
院
と
富
士
信
仰
と
は
関
係
が
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
史
料
三
〉
に
よ
れ
ば
、
清
八
は
足
袋
屋
と
い
っ
て
も
足
袋
を
商
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
足
袋
職
人
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
年
来
の
高
尾
山
の
信
者
で
、
自
ら
呪
術
を
行
な
い
、
ど
ん
な
願
い
も
か
法
政
史
学
第
四
十
六
号
な
わ
な
い
こ
と
は
な
く
、
ど
ん
な
病
も
直
ら
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
尤
も
回
復
の
見
込
み
が
な
い
患
者
の
と
こ
ろ
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
。
裏
店
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
家
は
小
さ
く
、
信
者
が
入
り
き
れ
な
か
っ
た
程
で
あ
っ
た
。
呪
術
を
行
な
っ
て
も
報
酬
は
受
け
取
ら
な
い
。
高
貴
な
人
に
も
招
か
れ
る
事
も
あ
り
、
高
尾
山
の
宝
塔
も
「
八
百
金
」
を
集
め
て
再
建
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
宝
筐
印
塔
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
後
年
の
史
料
を
み
る
と
、
大
旦
那
と
し
て
久
留
米
藩
主
有
馬
頼
貴
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
再
建
に
あ
た
っ
て
は
清
八
が
中
心
的
役
割
を
果
し
た
と
い
え
よ
う
。
清
八
が
勧
化
が
ま
し
い
こ
と
を
行
な
い
、
「
急
度
御
叱
」
を
申
し
渡
さ
れ
た
こ
と
は
、
民
間
宗
教
者
で
あ
る
こ
と
と
思
い
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
勧
化
は
偶
然
で
は
な
く
、
清
八
の
募
金
活
動
の
一
環
と
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
再
建
に
あ
たっては、清八は「八百金余り」を集め、それには彼の信
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
清
八
は
大
変
個
性
的
な
高
尾
及
び
富
士
信
者
で
あ
る
が
、
宮
田
登
氏
は
清
八
が
先
祖
の
祭
を
怠
っ
て
い
る
人
と
密
通
し
て
い
る
人
は
呪
術
を
行
な
っ
て
も
無
駄
だ
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
通
俗
道
徳
を
説
い
て
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
呪
方
を
施
す
と
い
う
い
わ
ば
巷
の
民
間
宗
教
者
の
面
目
を
よ
く
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
か
れ
ら
の
よ
う
（旧）
な
存
在
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
っ
た
」
一○八
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と
指
摘
し
て
い
る
。
清
八
は
民
間
宗
教
者
の
一
典
型
と
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
存
在
は
幕
府
の
規
制
に
も
拘
わ
ら
ず
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
大
変
危
う
い
存
在
で
あ
っ
た
。
寺
社
か
ら
離
れ
た
宗
教
者
自
体
幕
府
に
と
っ
て
望
ま
し
い
存
在
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
淫
祠
邪
教
は
論
外
で
あ
っ
た
。
清
八
が
通
俗
道
徳
を
強
調
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
禁
令
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。
流
行
れ
ば
流
行
る
程
（旧）
そ
の
危
険
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
清
八
は
富
士
山
も
信
仰
し
て
い
た
が
、
富
士
講
に
対
し
て
は
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
「
俗
之
身
分
二
て
行
衣
を
着
し
、
病
人
等
の
加
持
祈
祷
致
し
、
或
は
護
符
等
を
出
し
（別）
候
も
の
」
を
禁
ず
る
町
触
を
だ
し
て
い
る
。
清
八
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
富
士
講
は
封
建
社
会
を
批
判
す
る
宗
教
で
は
な
か
っ
た
が
、
世
直
し
的
ミ
ロ
ク
の
世
観
念
を
基
礎
に
し
て
お
り
、
幕
府
と
し
て
も
そ
の
無
制
限
の
流
行
は
許
容
で
き
る
も
で
は
な
（皿）
か
つ
た
。
一
畠
士
講
の
一
派
不
二
道
の
信
者
庄
七
は
「
み
ろ
く
の
御
世
」
を
開
い
て
も
ら
う
た
め
、
弘
化
四
年
二
八
四
七
）
大
目
付
深
（皿）
谷盛一房に籠訴をしている。決して従順な｛不派ではない。こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
関
わ
ら
ず
、
薬
王
院
が
清
八
の
宝
筐
印
塔
再
建
を
許
可
し
た
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あろうか。
井
上
智
勝
氏
は
、
寛
政
期
大
坂
氏
神
社
を
分
析
し
た
際
、
大
量
の
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
人
間
が
都
市
大
坂
に
流
れ
込
ん
だ
た
め
、
多
く
の
下
級
宗
教
者
が
発
生
し
、
氏
神
社
に
帰
属
意
識
を
も
つ
氏
子
が
減
少
し
た
こ
と
を
指
摘
（函）
し
た
。
下
級
宗
教
者
達
は
、
「
朝
廷
権
威
Ⅱ
一
示
教
的
公
家
門
人
身
分
・呼称」を求め、氏神社は「朝廷権威Ⅱ官位・朝廷の崇敬
・
天
皇
に
近
い
主
祭
神
」
を
求
め
た
。
こ
の
こ
と
は
①
都
市
化
現
象
は
大
量
の
下
級
宗
教
者
を
発
生
さ
せ
た
。
当
然
彼
ら
に
は
需
要
が
あ
り
、
｜
定
の
信
者
を
持
ち
え
た
こ
と
。
②
都
市
化
現
象
は
規
制
の
神
社
の
宗
教
序
列
を
変
容
さ
せ
た
。
都
市
民
衆
の
需
要
に
即
応
す
る
形
で
そ
れ
は
行
な
わ
れ
た
。
以
上
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
江
戸
も
大
坂
の
よ
う
な
現
象
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
、
研
究
史
に
明
ら
か
で
あ
る
。
都
市
化
に
よ
り
、
流
動
化
し
て
い
る
江
戸
で
信
者
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
薬
王
院
に
と
っ
て
課
題
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
出
開
帳
の
よ
う
に
江
戸
に
し
っ
か
り
と
し
た
信
者
組
織
を
も
つ
こ
と
は
寺
院
に
と
っ
て
は
大
切
な
の
で
あ
る
。
清
八
は
裏
店
に
住
み
、
影
響
力
が
あ
る
層
は
店
借
層
に
も
及
ぶ
と
推測出来よう。それは宝筐印塔再建の世話人が一名を除い
て
店
借
だ
っ
た
こ
と
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
再
建
に
対
し
「
八
百
金
」
を
与
え
た
清
八
の
信
者
は
、
恒
常
的
な
薬
王
院
の
護
摩
檀
家
で
は
あ
る
ま
い
。
事
実
後
に
作
ら
れ
た
護
摩
檀
家
帳
を
み
て
も
店
借
（別）
は
わ
ず
か
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
薬
王
院
が
把
握
し
に
く
い
層
を
清
八
は
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
江
戸
の
よ
う
な
流
一○九
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前
節
で
み
た
よ
う
に
清
八
の
よ
う
な
男
を
薬
王
院
が
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
新
し
い
社
会
変
容
に
即
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
先
の
大
坂
の
例
で
は
そ
の
際
朝
延
権
威
が
持
ち
出
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
薬
王
院
の
場
合
は
紀
州
藩
権
威
で
あ
っ
た
。
天
明
末
期
に
紀
州
藩
と
の
関
係
が
希
薄
化
し
た
薬
王
院
で
あ
る
が
、
寛
政
二
年
十
二
月
早
く
も
関
係
改
善
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
薬
王
院
と
紀
州
藩
と
の
由
緒
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
最
後
に
「
拙
寺
先
住
権
僧
正
秀
興
在
世
之
節
者
、
年
々
和
歌
山
御
殿
迄
御
祈
祷
御
札
（お）
守
献
上
仕
候
事
」
と
札
守
献
上
を
暗
に
願
い
上
げ
て
い
る
。
同
時
に
次
の
よ
う
な
史
料
も
作
成
し
て
い
る
。
動性の強い都市において、薬王院に対する信仰が更に民衆
の
な
か
へ
入
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
清
八
の
よ
う
な
存
在
は
欠
か
せ
な
い
わ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
清
八
は
「
高
貴
の
方
」
と
も
交
流
が
あ
り
、
そ
の
点
も
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
清
八
は
基
本
的
に
は
、
寺
院
と
は
別
個
の
論
理
を
も
っ
て
い
た
民
間
宗
教
者
で
あ
る
か
ら
、
後
の
文
政
の
出
開
帳
の
時
な
ど
、
寺
院
の
思
惑
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
も
あ
れ
清
八
が
尽
力
し
て
建
て
た
宝
筐
印
塔
は
、
以
後
薬
王
院
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
大
い
に
崇敬を集めた。
三
江
戸
出
開
帳
と
紀
州
藩
権
威
法
政
史
学
第
四
十
六
号
一一○
（配）
〈史料四〉乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
一
、
拙
寺
儀
先
年
宝
暦
五
亥
年
、
本
社
飯
縄
権
現
開
帳
仕
候
節
、
其
已
然
御
奉
納
被
遊
候
御
紋
付
御
戸
帳
・
御
水
引
殊
之（欄）
外古
ク
相成候
二
付、其
段
｛中上
侯
所、其
節
御紋附金鋼
地
御
戸
帳
・
同
純
子
御
水
引
御
奉
納
被
遊
、
猶
又
御
武
運
長
久
・
御
息
災
延
命
之
御
祈
祷
被
為
仰
付
候
、
依
不
絶
御
武
運
長
久
之
旨
長
日
御
祈
祷
申
上
候
、
其
節
之
御
用
懸
佐
野
伊
左
衛
門
殿
二
而
文
通
今
以
所
持
仕
候
、
然
処
今
般
来
亥
三
月
十
五
日
よ
り
六
十
日
之
間
、
本
社
飯
縄
権
現
井
本
地
不
動
尊
霊
宝
等
、
御
府
内
湯
嶋
天
神
境
内
に
お
ゐ
て
開
帳
仕
候
、
右
先
年
開
帳
之
節
、
御
奉
納
御
戸
帳
・
御
水
引
甚
古
ク
相
成
候
問
、
何
卒
先
例
之
通
猶
又
今
般
御
奉
納
被
為
遊
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
別
而
者
御
代
々
連
綿
与
御
祈
祷
被
仰
付
、
御
由緒御座候儀者別紙書付之通一一而御座候、以上、
武
州
多
摩
郡
高
尾
山
寛
政
二
庚
戌
年
十
二
月
薬
王
院
宝
暦
五
年
二
七
五
五
）
薬
王
院
は
居
開
帳
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
際
以
前
紀
州
藩
よ
り
寄
付
さ
れ
て
い
た
葵
の
紋
所
付
の
戸
帳
・
水
引が古びたので、新たに奉納してもらった。寛政一一一年三月
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十
五
日
か
ら
江
戸
湯
島
天
神
で
出
開
帳
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
先
例
の
通
り
戸
帳
・
水
引
を
奉
納
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
（刀）
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
年
の
史
料
に
よ
る
と
実
現
さ
れ
、
「
荘
厳
仕
」
と
あ
る
か
ら
、
開
帳
場
に
飾
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
政
九
年
に
は
薬
王
院
は
古
く
か
ら
護
摩
檀
家
で
、
紀
州
藩
に
出
入
り
の
荻
久
保
村
の
井
川
忠
左
衛
門
を
仲
介
に
し
て
、
紀
州
藩
主
へ
の
御
目
見
を
運
動
し
た
（
時
の
藩
主
は
徳
川
治
宝
）
。
窓
口
は
御
広
敷
奥
御
用
人
兼
勘
定
奉
行
村
岡
八
蔵
の
用
人
林
勝
右
衛
門
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
種
々
の
折
衝
の
上
翌
寛
政
十
年
正
月
二
十
八
日
に
実
現
（配）
し
た
。
こ
の
運
動
の
過
程
で
〈
史
料
一
〉
で
「
勝
手
次
第
」
と
な
っ
て
い
た
紀
州
藩
に
対
す
る
祈
祷
も
、
「
自
今
御
祈
祷
御
用
被
仰
付
」
と
、
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
正
月
・
五
月
・
九
月
の
札
守
の
献
上
も
こ
の
時
期
前
後
に
願
い
が
出
さ
れ
、
嘉
永
七
年
二
八
五
四
）
に
は
そ
の
献
上
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
や
は
り
こ
の
前
後
に
（羽）
再
開
さ
れ
た
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十
一
月
紀
州
藩
に
対
す
る
八
千
枚
護
摩
祈
祷
、
同
月
紀
州
藩
江
戸
赤
坂
中
屋
敷
の
地
鎮
祭
の
執
行
を
薬
王
院
は
命
じ
ら
れ
、
紀
州
藩
御
用
を
勤
め
て
行
く
。
御
目
見
を
契
機
と
し
て
紀
州
藩
と
の
関
係
は
公
的
に
な
り
、
一
層
緊
密
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
文
政
四
年
三
月
一
日
か
ら
六
○
日
間
薬
王
院
は
新
宿
大
宗
寺
に
お
（卯）
い
て
開
帳
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
開
帳
に
つ
い
て
紀
州
藩
と
の
関
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
係
を
中
心
に
述
べ
て
み
る
と
、
文
政
三
年
十
一
月
十
日
、
薬
王
院
側
で
は
、
紀
州
藩
村
松
郷
右
衛
門
の
元
に
使
い
を
派
遣
し
、
「
先
達
而
清
八
を
以
飯
縄
権
現
開
帳
二
出
候
節
、
御
屋
敷
江
立
寄
候
義
相
願
」
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
る
。
村
松
は
沙
汰
次
第
そ
の
旨
を
清
八
に
申
し
渡
す
と
い
っ
て
い
る
。
清
八
と
は
年
来
薬
王
院
に
功
が
あ
っ
た
者
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
足
袋
屋
清
八
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
紀
州
藩
と
の
交
渉
窓
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
清
八
の
発
言
力
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
先
に
高
貴
な
方
と
も
つ
な
が
り
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
事
は
、
嘘
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
開
帳
に
は
富
士
講
中
も
尽
力
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
清
八
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
清
八
は
こ
の
出
開
帳
の
大
き
な
推
進
者
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
薬
王
院
は
紀
州
藩
と
の
交
渉
で
、
先
年
寄
付
さ
れ
た
御
紋
付
提
灯
が
大
破
し
た
の
で
、
張
替
え
て
開
帳
中
神
前
に
掛
け
た
い
と
い
っ
た
が
、
「
此
義
近
年
甚
六
ケ
敷
奉
納
候
処
を
御
取
上
ケ
ニ
相
成
候
義
と
も
有
之
由
」
と
い
う
こ
と
で
、
了
承
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
局
了
承
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
其
儘
荘
厳
仕
」
と
、
提
灯
は
飾
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
紀
州
藩
関
係
者
と
し
て
は
、
女
中
た
ち
が
代
参
に
訪
れ
て
い
る
。
寛
政
三
年
の
開
帳
の
反
省
と
し
て
、
江
戸
へ
の
出
開
帳
は
経
費
が
掛
り
過
ぎ
、
掛
り
負
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
も
大
き
く
赤
字
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
開
帳
は
清
八
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が
「
種
々
口
入
候
故
無
拠
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
清
八
の
発
言
力
は
出
開
帳
を
行
な
う
か
否
か
と
い
う
重
大
事
さ
え
左
右
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
江
戸
に
は
立
て
札
だ
け
立
て
て
居
開
帳
に
し
た
方
が
良
い
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
○
年
も
た
っ
た
な
ら
ば
、
「
権
現
様
為
広
メ
江
戸
一
一
而
開
帳
も
可
致
哉
」
と
江
戸
出
開
帳
へ
の
決
意
も
衰
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
出
開
帳
は
一
獲
千
金
を
狙
う
も
の
で
は
な
く
、
長
い
目
で
見
た
薬
王
院
信
仰
の
浸
透
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
事
に
よ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
江
戸
と
い
う
存
在
は
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
場
所
は
下
町
を
選
ぶ
事
、
し
っ
か
り
と
し
た
世
話
人
を
求
め
る
こ
と
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
このような反省を踏まえ、万延二年（一八六一）三月一一一
（別）
日
か
》
ｂ
本
所
回
向
院
で
出
開
帳
を
行
な
っ
た
。
回
向
院
は
開
帳
の
メ
ッ
カ
と
い
っ
て
も
い
い
ぐ
ら
い
の
開
帳
の
名
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
開
帳
に
際
し
て
は
、
ま
た
葵
の
紋
所
の
付
い
た
戸
帳
な
ど
の
使
用
を
求
め
る
許
可
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
今
度
は
高
張
提
灯
な
ど
七
点
に
及
ぶ
葵
の
御
紋
付
の
も
の
が
願
い
出
さ
れ
て
い
る
。
更
に
前
回
御
女
中
が
代
参
に
来
た
こ
と
を
先
例
に
し
て
、
ま
た
代
参
に
き
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
て
い
る
。
女
中
代
参
を
恒
例
に
す
る
意
図
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
出
開
帳
の
た
び
に
紀
州
藩
権
威
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
出
開
帳
の
途
中
の
立
ち
よ
り
、
葵
の
紋
所
付
の
品
々
を
備
え
法
政
史
学
第
四
十
六
号
薬
王
院
が
開
帳
に
際
し
て
葵
の
紋
所
の
付
い
た
品
物
を
飾
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
無
論
葵
の
紋
所
が
徳
川
家
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
故
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
薬
王
院
に
限
ら
ず
、
寺
社
一
般
の
傾
向
と
い
っ
て
よ
く
、
明
和
五
年
二
七
六
八
）
に
は
次
の
よ
う
な
法
令
も
で
て
い
る
。
（犯）
〈史料五〉
寺
社
奉
行
え
諸
寺
社
神
事
仏
事
開
帳
等
、
其
外
平
生
葵
御
紋
附
候
品
は
、
向
後
御
女
中
様
方
よ
り
も
容
易
御
寄
附
無
之
、
御
三
家
始
其
外
大
名
よ
り
も
、
菩
提
所
は
格
別
、
其
外
え
は
寄
附
無
之
筈
二
候
、
是
迄
御
寄
附
之
分
は
什
物
二
致
置
、
平
生
は
勿
論
、
神
事
仏
事
開
帳
等
之
節
も
、
相
用
候
儀
可
為
無
用
候
、
尤
葵
御
紋
相
用
候
面
々
、
霊
牌
等
有
之
寺
院
え
相
納
候
膳
具
、
其
外
打
敷
等
御
紋
附
之
品
、
其
人
之
法
用
二
相
用
候
儀
は
不
苦
候
、
右
之
趣
寺
社
之
輩
え
寺
社
奉
行
よ
り
申
渡
候
る
こ
と
、
開
帳
場
へ
の
女
中
に
よ
る
代
参
な
ど
、
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
実
現
し
、
し
か
も
規
模
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
検
討
し
よ
》フ○四
葵
の
紋
所
と
寺
院
宝
物
の
変
容
｜｜’
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間
、
御
料
私
領
寺
社
之
分
え
、
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
よ
り
可
被
申
渡
候
七
月
右
之
通
相
触
候
間
、
公
儀
よ
り
御
寄
附
之
分
は
勿
論
、
御
女
中
様
方
御
寄
附
之
分
も
、
訳
有
之
御
寄
附
相
違
無
之
分
は
、
新
古
之
無
差
別
相
用
不
苦
候
、
縦
御
寄
附
之
旨
申
候
共
、
不
慥
分
は
相
用
候
儀
致
無
用
候
様
可
被
申
渡
候
、
尤
以
来
不
紛
様
可
被
心
得
候
こ
の
〈
史
料
五
〉
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
寺
社
開
帳
の
節
な
ど
の
時
は
葵
の
紋
所
付
の
品
物
は
、
原
則
的
に
は
「
可
為
無
用
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
法
要
に
用
い
る
場
合
、
特
別
に
訳
が
あ
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
な
か
っ
た
。
葵
の
紋
所
は
徳
川
家
の
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
制
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
法
令
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
葵
の
紋
所
を
開
帳
の
と
き
な
ど
に
使
用
す
る
も
の
が
い
た
こ
と
を
推
測
さ
れ
る
。
文
政
の
開
帳
の
時
、
紀
州
藩
が
即
座
に
使
用
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
も
肯
ん
ず
る
こ
と
が
できる。
天
保
七
年
（
一
八
三
八
）
に
は
薬
王
院
は
紀
州
藩
寄
付
の
葵
の
紋
所
付
の
高
張
提
灯
二
つ
と
弓
張
提
灯
に
、
寺
社
奉
行
所
か
ら
の
指
示
（羽）
で、紀州藩にく□印をつけてもらった。天保五年八月これは
大
目
付
に
だ
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
寺
院
は
直
接
関
係
は
な
い
の
で
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
あ
る
が
、
葵
の
御
紋
付
の
提
灯
に
つ
け
る
合
印
は
雛
形
の
通
り
せ
よ
、
合
印
を
後
の
方
に
つ
け
る
と
、
公
儀
御
提
灯
と
早
速
見
分
け
が
（弧）
つ
か
な
い
の
で
、
表
の
方
に
つ
け
よ
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
合
印
を
つ
け
て
届
け
出
ら
れ
た
物
は
使
用
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
薬
王
院
の
先
の
提
灯
も
そ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
万
延
の
開
帳
の
時
に
も
、
こ
の
合
印
を
つ
け
た
提
灯
は
飾
ら
れ
る
よ
う
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。
薬
王
院
で
は
寛
政
の
開
帳
以
来
、
葵
の
紋
所
の
戸
帳
。
水
引
・
提
灯
な
ど
を
開
帳
場
に
「
荘
厳
仕
」
、
飾
り
付
け
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
幕
府
は
消
極
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
種
類
も
増
え
、
物
に
よ
っ
て
は
許
可
の
上
使
用
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
開
帳
の
と
き
備
え
ら
れ
る
霊
宝
の
性
質
の
変
容
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
開
帳
の
中
心
に
な
る
の
は
飯
縄
権
現
、
不
動
明
王
像
で
あ
る
が
、
他
に
霊
宝
と
い
う
も
の
も
備
え
ら
れ
る
。
で
は
霊
宝
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
薬
王
院
に
は
年
次
不
詳
の
「
（
霊
（閲）
宝目録）」があり、これにみ》える霊宝は、弘法大師御筆の不
動
明
王
や
経
典
な
ど
の
宗
教
関
係
の
も
の
、
嵯
峨
天
皇
の
辰
筆
な
ど
古
代
・
中
世
の
著
名
人
の
書
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
元
禄
十
七
年
（
’
七
○
四
）
と
い
う
紀
年
が
み
え
、
開
帳
の
項
目
に
、
元
文
三
￣
＝￣
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年
（
一
七
三
八
）
の
開
帳
以
降
の
記
録
が
み
え
な
い
の
で
、
こ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
近
世
中
期
の
霊
宝
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
薬
王
院
に
限
ら
ず
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
時
期
は
下
る
が
、
幕
府
は
寛
政
四
年
柴
野
栗
山
等
を
大
和
・
山
城
に
派
遣
し
て
、
古
寺
社
の
宝
物
を
点
検
（卵）
さ
せ
、
『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
を
編
集
さ
せ
た
が
、
そ
の
宝
物
の
内
容
も
天
皇
や
宗
教
者
な
ど
の
著
名
人
の
作
品
が
多
い
。
こ
の
本
の
場
合
そ
の
凡
例
に
「
慶
長
以
後
之
物
者
、
辰
翰
並
御
代
々
御
筆
之
外
者
、
格
別
之
品
二
而
も
無
之
物
者
、
相
除
申
候
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
慶
長
以
後
は
特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
宝
物
と
し
て
記
録されなかった。
一
方
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
天
保
二
年
上
呈
）
に
よ
る
薬
王
院
の
寺
宝
は
、
「
御
紋
鈍
子
水
引
一
」
「
御
紋
白
地
幸
菱
戸
帳
ご
「
同
紺
地
錦
銀
杏
葉
牡
丹
織
水
引
一
」
「
御
紋
紺
地
金
欄
戸
帳
ご
「同紺地錦水引一」「同挑灯」「銅灯憾一」「三鈷一」「独鈷
ご
「
七
度
返
刀
一
振
」
「
盗
賊
耳
附
ノ
板
一
枚
」
「
東
寺
羅
城
門
古
瓦一枚」「金光明最勝王経哺讃品一巻」「慈鎮和尚一葉」で
あ
る
。
こ
の
寺
宝
は
①
御
経
や
寺
院
、
僧
侶
な
ど
の
宗
教
関
係
、
②
先
に
触
れ
た
水
引
・
戸
帳
・
挑
灯
の
紀
州
藩
関
係
、
③
七
度
返
り
の
刀
や
耳
付
の
板
と
い
っ
た
伝
説
的
要
素
が
濃
い
も
の
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
七
度
返
り
の
刀
と
は
明
暦
か
ら
元
禄
の
問
十
一
度
人
手
に
法
政
史
学
第
四
十
六
号
渡
っ
た
も
の
の
、
十
一
度
薬
王
院
に
返
っ
て
き
た
と
い
う
刀
で
あ
り
、
耳
付
の
板
と
は
元
和
年
間
飯
縄
社
に
忍
び
込
ん
だ
盗
賊
が
、
耳
を
羽
目
板
に
付
け
て
内
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
耳
が
離
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
板
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
伝
説
的
要
素
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
宝
と
先
の
「
（
霊
宝
目
録
）
」
と
を
較
べ
れ
ば
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
寺
院
が
差
し
出
し
た
史
料
と
、
そ
れ
を
考
証
し
た
幕
府
の
編
纂
物
と
い
う
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
近
年
寄
付
さ
れ
た
紀
州
藩
関
係
の
も
の
と
、
伝
説
的
要
素
の
強
い
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
先
に
指
摘
し
た
通
り
広
範
な
都
市
化
さ
れ
た
民
衆
の
信
仰
を
集
め
た
、
あ
る
い
は
集
め
よ
う
と
し
た
近
世
後
期
の
状
況
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
民
衆
の
信
仰
対
象
と
し
て
は
、
無
論
宗
教
的
な
も
の
は
重
大
で
あ
る
が
、
紀
州
藩
と
い
っ
た
現
実
的
権
威
が
薬
王
院
を
信
仰
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
や
、
神
秘
的
体
験
を
具
体
的
に
判
り
や
す
く
示
し
て
い
る
伝
説
的
な
要
素
に
富
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
方
が
一
層
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
民
衆
の
な
か
に
深
く
信
者
を
求
め
て
行
く
動
向
が
寺
宝
の
変
容
を
呼
ん
だ
と
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
｜
般
論
か
ら
い
っ
て
も
、
開
帳
で
飾
ら
れ
る
霊
宝
に
は
俗
受
け
す
る
よ
う
な
物
が
多
か
っ
た
。
開
帳
場
に
源
頼
朝
の
し
ゃ
れ
こ
う
べ
を
飾
り
、
そ
の
小
さ
さ
を
指
摘
さ
れ
る
と
「
こ
れ
は
頼
朝
公
三
歳
の
と
き
の
こ
う
べ
」
と
言
い
返
し
た
話
が
『
再
成
餅
』
（
安
永
二
年
）
と
い
一
四
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十
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
薬
王
院
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
幕
府
に
対
す
る
寺
格
上
昇
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ず
、
別
な
権
威
を
求
め
て
紀
州
徳
川
家
と
の
密
接
な
恒
常
的
な
関
係
を
取
り
結
ん
だ
。
本
文
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
門
跡
寺
院
で
あ
る
大
覚
寺
の
院
室
を
兼
帯
し
た
こ
と
や
尾
張
藩
の
祈
祷
御
用
を
勤
め
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
権
威
を
求
め
る
動
向
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
幕
府
に
対
し
て
権
威
を
求
め
て
も
限
界
が
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
都
市
化
し
た
民
衆
に
積
極
的
に
薬
王
院
に
対
す
る
信
仰
を
広
め
て
ゆ
く
た
め
に
紀
州
藩
権
威
は
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
尽
力
し
た
の
が
、
足
袋
屋
清
八
で
あ
っ
た
。
彼
は
紀
州
藩
と
い
っ
た
社
会
的
地
（師）
う
小
咄
集
に
の
っ
て
い
る
し
」
い
う
が
、
事
実
で
は
な
い
に
し
て
も
よ
く
雰
囲
気
を
つ
た
え
て
い
る
。
回
向
院
で
開
帳
し
て
い
た
壼
井
八
幡
宮
が
開
帳
場
に
飾
っ
て
お
い
た
「
楠
正
成
所
持
の
霊
宝
」
と
い
う
触
れ
込
み
の
物
が
、
実
は
す
べ
て
江
戸
の
質
屋
か
ら
損
料
で
借
り
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
寺
社
奉
行
の
手
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
（犯）
れ
て
い
る
。
社
会
変
容
の
愉
快
な
一
面
で
あ
る
。
薬
王
院
の
寺
宝
は
宗
教
的
節
度
を
守
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
都
市
化
さ
れ
た
民
衆
に
理
解
し
や
す
い
も
の
が
付
け
加
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
位
の
高
い
所
に
も
出
入
り
し
、
薬
王
院
の
運
営
に
も
発
言
力
が
あ
っ
た
。
し
か
し
清
八
は
呪
術
を
行
な
う
が
、
正
規
の
宗
教
者
で
は
な
く
、
た
だ
の
民
間
宗
教
者
で
あ
っ
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
役
論
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
パ
イ
プ
か
ら
外
れ
た
存
在
で
あ
る
。
そ
の
清
八
を
朱
印
高
七
五
石
の
薬
王
院
が
頼
っ
た
と
い
う
の
も
奇
妙
と
い
え
ば
奇
妙
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
都
市
化
さ
れ
た
流
動
性
の
強
い
民
衆
を
捉
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
寺
宝
に
都
市
化
さ
れ
た
民
衆
の
喜
び
そ
う
な
品
々
が
付
け
加
わ
っ
て
く
る
の
も
お
な
じ
理
由
で
あ
ろ
う
。
開
帳
に
際
し
て
は
葵
の
紋
所
が
志
向
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
存
在
で
あ
る
都
市
民
衆
に
対
し
て
公
儀
権
威
を
伝
え
る
パ
イ
プ
と
し
て
寺
院
が
機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
開
帳
と
い
う
雑
然
と
し
た
空
間
を
考
え
れ
ば
、
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。
公
儀
に
よ
る
平
和
と
繁
栄
を
民
衆
に
伝
え
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
寺
院
を
位
置
付
け
る
役
論
的
構
造
は
、
近
世
が
終
わ
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
初
期
の
武
力
を
背
景
に
し
た
権
力
的
な
平
和
か
ら
、
次
第
に
変
容
し
、
民
衆
に
娯
楽
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
民
意
を
反
映
さ
せ
（羽）
た
、
い
わ
ば
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
平
和
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
近
世
後
期
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
パ
イ
プ
は
逆
流
す
る
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
社
会
変
容
の
様
々
な
事
例
を
積
み
重
ね
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
薬
王
院
が
新
た
な
方
向
性
を
模
索
し
始
め
、
そ
れ
一
五
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は
上
は
徳
川
御
三
家
か
ら
下
は
裏
店
層
ま
で
巻
き
込
ん
だ
広
範
な
も
の
で
あ
り
、
折
か
ら
の
都
市
化
動
向
を
受
け
て
、
消
費
変
容
的
色
彩
を帯びたことを指摘するにとどめる。
註
（
１
）
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
」
第
七
～
十
巻
（
岩
波
書
店
、
’
九
五
二～五五年）
（
２
）
大
桑
斉
「
幕
藩
制
国
家
の
仏
教
統
制
ｌ
新
寺
禁
止
令
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
圭
宝
文
雄
・
大
桑
斉
編
『
近
世
仏
教
の
諸
問
題
」
雄
山
閣
、
’
九
七
九
年
）
三
頁
。
（
３
）
高
木
昭
作
「
「
秀
吉
の
平
和
』
と
武
士
の
変
質
ｌ
中
世
的
自
律
性
の
解
体
過
程
ｌ
」
（
『
思
想
」
七
二
一
号
、
’
九
八
四
年
）
．
後
に
高
木
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
’
九
九
○
年
）
に
収
録
、
’
八
頁
。
（
４
）
高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
三
一
九号、’九八九年）
（
５
）
藤
田
覚
「
寛
政
期
の
朝
廷
と
幕
府
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
五
九
九
号
、
’
九
八
九
年
）
、
同
「
寛
政
内
裏
造
営
を
め
ぐ
る
朝
暮
関
係
」
（『日本歴史』第五一七号、’九九一年）
（
６
）
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
地
方
資
料
室
委
員
会
編
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
（
法
政
大
学
、
’
九
八
九
年
）
資
料
二
九
六
。
（
７
）
特
に
註
が
な
い
か
ぎ
り
、
紀
州
藩
に
関
す
る
記
述
は
堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
全
一
八
巻
（
清
文
堂
、
’
九
八
九
年
復
刻
）
に
法
政
史
学
第
四
十
六
号
よった。
（
８
）
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
資
料
二
五
九
。
（
９
）
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
地
方
資
料
室
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
目
録』（同室発行、’九八七年）紀州藩関係参照。
（
、
）
黒
板
勝
美
編
『
徳
川
実
紀
』
第
十
篇
（
吉
川
弘
文
館
）
四
五
九
頁。
（
、
）
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
二
九
四
。
（
皿
）
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
二
二
六
。
（旧）『高尾山薬王院文書』第一巻、資料七四。
（
ｕ
）
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
三
巻
（
法
政
大
学
、
’
九
九
二
年
）
資
料
五
五
二
に
よ
っ
た
。
（
旧
）
高
柳
真
三
石
井
良
助
編
『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
（
岩
波
書
店）四三一一一七頁。
（旧）「享和雑記」（三田村鳶魚編『未刊随筆百種』第一一一巻、中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
）
六
八
～
六
九
頁
。
（
Ⅳ
）
山
本
秀
順
「
高
尾
山
の
山
岳
信
仰
」
（
宮
田
登
・
宮
本
袈
裟
雄
編
『
日
光
山
と
関
東
の
修
験
道
』
名
著
出
版
、
’
九
七
九
年
）
に
収
録
四一一一○～四三五頁。
（
旧
）
宮
田
登
「
民
間
信
仰
と
政
治
的
規
制
」
（
笠
原
一
男
博
士
還
暦
記
念
会
『
日
本
宗
教
史
論
集
』
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
二
八
一
～
二
八
二
頁
。
（
旧
）
塩
埜
適
斎
『
桑
都
日
記
』
（
鈴
木
龍
二
記
念
刊
行
会
、
’
九
七
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
清
八
は
後
に
入
牢
し
て
い
る
。
「
天
狗
を
使
ひ
能
く
呪
咀
を
為
し
」
た
た
め
で
あ
っ
た
（
九
一
○
頁
）
。
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（
皿
）
万
廷
の
出
開
帳
に
つ
い
て
は
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
（
法
政
大
学
、
’
九
九
一
年
）
資
料
三
○
五
他
に
よ
っ
た
。
（犯）『御触書天明集成』（岩波書店）’’’三七。
学院紀要』第一一一百
（
妬
）
註
（
６
）
と
同
じ
。
（船）『高尾山薬王院文
（
〃
）
『
高
尾
山
薬
王
院
文
（別）『高尾山薬王院文
（別）『高尾山薬王院文
（
帥
）
文
政
の
出
開
帳
に
一
（
別
）
『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
、
五
五
四
一
。
（
皿
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年
）
第
三
章
参
照
。
（
皿
）
宮
崎
ふ
み
子
「
幕
末
維
新
期
に
於
け
る
民
衆
宗
教
の
変
容
ｌ
不
二
道
の
場
合
ｌ
」
（
尾
藤
正
英
先
生
還
暦
記
念
会
編
「
日
本
近
世
史
論
叢
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
に
収
録
（
明
）
井
上
智
勝
「
寛
政
期
に
お
け
る
氏
神
・
流
行
神
と
朝
廷
権
威
ｌ
大
阪
の
氏
神
社
に
お
け
る
主
祭
変
化
の
理
由
Ｉ
」
（
『
日
本
史
研
究』第一一一六五号、一九九三年）
（
別
）
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
五
○
九
。
外
山
徹
氏
に
よ
れ
ば
、
薬
王
院
で
は
護
摩
檀
家
に
札
を
く
ば
る
場
合
、
地
域
の
有
力
者
を
触
次
と
し
て
用
い
る
が
、
江
戸
で
は
触
次
の
数
が
比
較
的
少
な
い
。
（
外
山
「
高
尾
山
信
仰
圏
の
構
造
と
展
開
」
、
『
法
政
大
学
大
学院紀要』第一一一一号、’九九三年）
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
の
新
動
向
と
社
会
変
容
（
吉
岡
）
資
料
五
一
○
に
よ
っ
た
。
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
二
九
七
。
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
三
○
五
。
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
二
九
八
。
『高尾山薬王院文書』第一巻、資料一一一○二。
文
政
の
出
開
帳
に
つ
い
て
は
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
二
巻
、
（
別
）
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
第
一
巻
、
資
料
三
○
○
。
（弧）『御触書天保集成』下、五○○九。
（妬）『高尾山薬王院文書』第三巻、資料六一一一。
（鉛）『続々群書類従』第十六巻に収録。
（師）比留間尚『江戸の開帳』（吉川弘文館、’九八○年）七
三頁。
（
胡
）
註
（
町
）
書
七
四
～
七
五
頁
、
比
留
間
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
事
件
は
単
な
る
噂
話
で
は
な
く
、
根
拠
が
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
（
的
）
公
共
性
に
つ
い
て
は
最
近
各
分
野
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
遠
山
の
金
さ
ん
」
ら
名
奉
行
成
立
の
背
景
に
は
、
天
明
の
打
ち
こ
わ
し
の
影
響
に
よ
り
、
都
市
下
層
民
衆
の
生
活
を
安
定
・
維
持
さ
せ
る
こ
と
に
、
遠
山
ら
が
尽
力
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
藤
田
覚
氏
の
指
摘
も
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
成
果
で
あ
る
（
藤
田
『
遠
山金四郎の時代』校倉書房、’九九二年）。
〔付記〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
村
上
直
先
生
や
大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
、
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
地
方
資
料
室
の
関
係
者
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
小
山
譽
城
氏
よ
り
徳
川
重
倫
に
つ
い
て
資
料
を
頂
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
■■■■■■■■■■・
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